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3) スタ ンの理論モデルを基本的に踏襲している論者には.M ェ T ブ~"-， J. T シムズ.J. R 
テイラー .A. G ウッドサイド. D. Jパウア ソックス. M. B クー ハー .D. M ランパ
ト.D. A テイヲ . B ロ ゼンフ。ル ム等があげらわJる。
的 とうした実帯分析や行勺ている論岩には.Mェトカ 等がし、る。
5) ここで紹介するのは， L. W. Stern (ed.)， Distrihution Ch叫町山 BehavioralDimensions， 
1969所収のスター ン白諾論文と， L. W. Stern und A. L EI-Ansary， Markcting Channels， 1st 
ed.. 1町7の第1掌j 第7輩である。
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々の論点について詳細|に検討を行う。
スターンは，チャネノレ分析にあたってその分析枠組として社会γステム概念
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スタ ンのマー ケティング チャネル管理論の検討 (277) 83 
なわち役割，パワー，コンフリグ人コミュユケーショ Y等々の理解に洞察を
与こえることになるにちがいないというわけである，0)。




















10) L. W. Stern (ed.)， op. cit.， p.6 
11) 以下の前述は，故のものにもとづく。L.E， Gil1 allJ L. W. Slern， Roles and. Role Theory 
in Distrib山 nChannel Systems. in L. W. Stern (ed.)， op. cit.， pp. 22-47. L. W. Stern 
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られているがj その具体的内容については明らかにされていない。L.W. Stern and A. 1. El-
Ansary， 2 nd ed.. op. cit.， p.270参照。





ダイナミッグスを分析しようとするc これについてまず，コ Y フリクトからみ
ていくことにする山。
スターンはコンソリクトの根源を，チャネノレ参加者間の相互依存関係の確立













このチャネノレ・コ γフリク lの原因には，スターンは主として次の 3つモとあ
げている'"。
13) 以下の論述は，次のものに也とづく。 L.W. Stern and R. H. Gorman， Con市ctin Distribution 
Channcls: An Exploration， in L. W. Stern (ed.)， Op. cit.， pp. 156-175. L. W. Stern and 
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自発的変化 (SpontaneousChange) のことである。 Iパワーの行使」につい






¥る。たとえは:係争点意L思決定は目楳に，期待 コξ 品 ι ケーションは認識に収れんするだ
ろう。詳しくは1kのものを参照のこと。L.W. Stern and R. H. Gorman， op. cit.， pp.157-161 
L. W. Stern and 1. L. Heskett， Confiict Management in Interorganization Relations; A 




























義は基本的には，ダ ノレとすョ γ プラーの定義をそのまま踏襲したものであるU
さらにスター γはこの定義に，パワーはー参加者の他参加者kたいする依存
18) 以下の論述は，次のものにもとづく。 L.W. Stern and A. 1. EI-Ansary， 1st ed.， op. cit.， 
pp. 286-292. F. 1. Beier and L. W. Stern， Power in the Channel of D凶 tribution，in L. W 
Stern (ed.)， op.， cit.， pp. 92-116 
19) L. W. Stern and A. 1. EI-Ansary， 1st ed.， op. ut.， pp. 286-287 









(French and Raven) の社会的バワーの学説を直接適用することを試みてい












(3)専門的知識 (Expertne回)0 r専門的知識に 4とづくパワーは， 0が専門
的知識や熟練をもっているという Pの信念にもとづく。JWこの専門的知識の例
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February. 1962， p.32 
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ζ して，小売商にたいする販売促進上の相談・援助，居内レイアウトにたいす
るアドパイス，出具にだいする教育訓練等があげられる。






















24) Ibia.. p. 100 
25) Ibid.， p.103 
26) Ibid.， p.104スター ンはこの定義の全文を，改のものから引用している。1.R. P. French， 
Jr. and B. Raven， op. cit.， p.161 
"タ γのマ ケテインク チャネル管現論の樟討 (283) 89 
yフリ!7f管理戦略論については稿を改めて論述する。. 
III 理論の検討
ζ の章では，前章で紹介した月タ ンのマ ケティンF ・チャネル管理論の
個々の論点について検討を行い，その理論のもつ問題点を指摘する。
















































たと指摘している。 C.D. Edwards，“Thc Struggle for the Control of Distribution ". Journal 
01 Marketing， Vol. 1， NO. 3， January， 1937， p.213を参照のこと。
31) これはもともとミルズがパーソンズをjJt半リしていったことt耳であるが，スターンにあっても同
様なとらえ方がなされていると考えられるので引用しておいた。c.W. Mills， The Sociological 
lmagination， 19日， p. 27，鈴木広訳「社会宇的想寵力J.昭和40年. 40ベ}ジ審照。
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る。 Ibid.，p. 27，同上， 40べー ジ。
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差説をとる論者には，グルドナ があげら札る。彼のζ うした説につい ζは，抗りもり乞参照')
こと。A.W. Gouldner， Reciprocity and Auto叩 myin Functional Theory， inL. Gross(ed.)， 
Syml畑山mon品ciologicalTheory， lY回， pp. 241-270 
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41) 渡瀬浩j 前掲書， 253-254ベー シ。
42) ウェ パ のいう合法的立田についとは次山も山を参照りことoM. Weber， a.a. O. S旦122
130 
43) スター ンは正当的ハワー に関して，フランチャイズや商標法，特許法をあげている ζとはさき
に指摘しておいた。



















































とは， T. ParSQnsとN.J. Smelser等の社会学的理論枠湿のチャネルヘD適用であって，テャ
不ルの本質をョリ鮮明にする『諸概念』による接近であるとは言い難いJと述べている也結局両
氏は，スターンり理品書の具体性，現実性欠如をt割高Lょうとしたもりと考えられる。



















48) A. W. Gouldner， o.ρ cit.， p.264 
